
［成果情報名］かぶせ茶で収益性の向上が期待できる新品種「きらり３１」 

［要約］「きらり３１」（系統名宮崎 31 号）は、かぶせ茶として栽培した場合、収量および

品質が非常に優れ、「やぶきた」よりも収益の向上が期待できる新しい品種であることが

明らかになった。 
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［背景・ねらい］ 

これまで育成されてきた品種の適応性評価は煎茶用品種の「やぶきた」を標準とした評

価であったため、玉露や碾茶、かぶせ茶、釜炒り茶等に利用できる品種でもその特性を活

かした栽培・加工技術の検討がおこなわれてこなかった。そこで本研究では育成された６

系統を供試して、三重県が生産量第１位であるかぶせ茶に適した新品種導入のための知見

を得ることを目指す。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．国及び他県で育成された６系統を用いてかぶせ茶栽培した結果、「きらり３１」（系

統名宮崎 31 号）が収量、品質など総合的に最も優れていた。（データ省略）  
２．「きらり３１」は現在の主力品種である「やぶきた」と比較すると、摘採は２～３日

程度早く、生葉収量も多く（表１）、やや早生であるにもかかわらず耐寒性も優れて

いる。  
３．荒茶官能審査では色沢、水色、香気、滋味等総合的に評価が高く、またテアニン等遊

離アミノ酸含有量も多い(表１)。  
４．市場担当者による荒茶評価額も高かったため、収益性も「きらり３１」は「やぶきた」

に比べ約 3 割程度高くなった（図１）。  
５．研究成果を普及資料として成果概要（マニュアル）にまとめた。 
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．成果概要（マニュアル）を活用し、「やぶきた」に替わる品種として「きらり３１」

を説明する  
２．平成 26 年に現地ほ場(約５ａ)へ試験的に定植した。今後は現地実証として位置付け普

及組織や市場と連携して普及を図る計画である。 

 

 




